



The Yuefu in the Southern Dynasties represents two types of folk songs, the Wu folk songs 
of the Wu region in the lower reach of the Yangtze River and the Yongjing folk songs of 
Xiangyang and the surrounding regions in the middle reach of the Yangtze River, and its main 
theme is sexual intimacy. The birth of love poetry is summarized in a previous study as follows: 
merchants called “Hanren” gained power along with the development of commerce in the Liu 
Song Dynasty and introduced the Wu folk songs and the Yongjing folk songs to the palace. Those 
songs became popular in the palace and affected the poetry style of the literary figures in the 
Southern Dynasties to vulgarize. The paper attempts to review the theory by comparing the 
original Yongjing folk songs and the mimic works. 
Xiao Gang left only the works mimicking the Yongjing folk songs. The shared motif of people’s 
residence can be extracted from his works mimicking the Yongjing folk songs. In turn, people’s 
residence was not found in the original Yongjing folk songs but common denomination of people’s 
mobility was extracted.
Importantly, the first to be pointed out is that Yongjing was the place that Xiao Yan of the 
Wu Emperor or Xiao Gang’s father started to found the Liang Dynasty. Poets in the Liang 
Dynasty praised the region as paradise. Xiao Gang placed residence of people at the heart of 
his works mimicking Yongjing folk songs and praised this region due to the following reasons; 
firstly traditional political and economic ideologies hated people mobility and Xiao Gang followed 
them, and secondly Xiao Gang saw Jiankang, the city of the Liang Dynasty in Chang’an of the 
Western Han and Luoyang of the Eastern Han where were the setting of his different work and 
depicted both cities as paradise to congratulate prosperity of the Liang Dynasty using residence 
of people as motif. As the author discussed on another paper, this is one of various traditional 
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congratulations to affirm eternal pleasure. Xiao Gang is considered to have applied this approach 
also to works mimicking the Yongjing folk songs. 
For these reasons, it is considered that Xiao Gang composed works mimicking the Yongjing 
folk songs to praise the Yongjing area as paradise. It is said that Xiao Gang’s works mimicking 





































































７ 　詳細は、安田二郎氏の『六朝政治史の研究』（京都大学学術出版会、2003）第 8 章「梁武帝の革命と南朝門閥貴族体制」参照。






































12 　魏平柱氏「南朝樂府《大堤》之“大堤”非襄陽城之大堤」（『襄樊學院學報』2003年 5 月、第24 第 3 期）は宜城とする。増
田清秀氏の『楽府の歴史的研究』（創文社、1975）に収録される「宋梁及び唐の大堤と大堤曲」は、大堤は宜城の東側に隣接し
ていたとする。






16 　孫詒讓『周 正義』（中華書局、2008）1097頁、 28・地官「泉府」正義「 は，先に物を貰り後に （値）を償う」
17 　この句は、『玉臺新詠』 一の冒頭に収録される古詩「上山采 蕪」の「新人は縑を織るに工｛たく｝みなり，故人は素を織る





































21 　『玉臺新詠箋注』426‐7 頁、 9 。第一句目を『樂府詩集』695頁、 48は「浮雲似帳月如鈎」に、第三句目を同書は「宜城
投泊今行熟」とする。
22 　『六臣註文 』（浙江古籍出版社、1999。なお、以下、特に断らない限り、『六臣註文 』はこれによる。）547頁、 30。『玉
臺新詠』138頁、 4 では「翫月城西門」と題されている。
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23 　『玉臺新詠箋注』478‐9 頁、 10。第二句目は「莫至大堤宿」となっているが、『明小宛堂覆宋本玉臺新詠』（人民文学出版
社、2010）136頁によって改めた。
24 　例えば、曹植の「應詔詩」は地方の任地から都洛陽に向かうことを述べるが、旅の途中の描写で「朝に鸞臺を發し，夕に 渚




































26 　『玉臺新詠箋注』476‐7 頁、 10。『樂府詩集』689頁、 47では、「開門對城樓」が「開窗對城樓」に、「城中美少年」が
「城中諸少年」になっている。
27 　張相『詩詞曲語 匯釋』（中華書局、1991）212頁の「投」の項目は「投，猶到也，臨也（投，猶お到のごとし，臨なり）」と述べる。
28 　『玉臺新詠箋注』484頁の題注は「杜氏『通典』にいわく，『 陽樂』は，南平穆王荊河州を ｛おさ｝めしときに作ると」と言
う。この「南平穆王」は南朝宋の劉鑠を指すが、『通典』3704頁、 145によれば、この記述は「壽陽樂」のものである。
29 　『玉臺新詠箋注』484頁、 10。『樂府詩集』718頁、 49では「稽亭儂人去，九里新儂還。送一卻迎兩，無有暫時閑」となっ
ている。
30 　この書は『隋書』「 籍志」には見えないが、『藝文類聚』『初學記』『史記』の司馬貞索隠など、唐代の書物には断片が引用
されている。『新唐書』（中華書局、1997）1504頁、 58「藝文志」には「張 監『 陽記』二 」とある。
31 　なお、本稿で詳しくは論じることができないが、呉歌ではこの傾向を認めがたい。
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188頁， 11）と賦し35、「七哀詩」其二でも「荊蠻は我が に非ず，何 れぞ久しく滯淫せん」（『六
臣註文 』410‐ 1 頁， 23）と詠っている。荊州は風光明媚だが文人たちから「荊蠻」と呼ばれ、
 
32 　『舊唐書』（中華書局、1987）1066頁、 29。
33 　『樂府詩集』699頁、 48所収。「昔 る樊鄧の役，潮を阻む 根の渚。感憶往事を追い，意滿てども 敍べず」









































































39 　詳細は、鈴木修次氏の『漢魏詩の研究』（大修館書店、1967）第 2 章・第 5 項参照。










































44 　十三 注疏本（上 古籍出版社、1997）488頁『毛詩正義』 15－1 。
45 　長安と洛陽の南朝期の変遷については、宮川尚志氏の『六朝史研究　政治・社会 』（日本学術振興会、1956）第 8 章「六朝
時代の都市」参照。
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46 　『樂府詩集』 23が収録する「長安道」の唐までの作者は以下の通り。（梁）蕭綱、蕭 、庾肩吾（陳）陳叔寳、顧野王、阮
卓、蕭賁、徐陵、陳暄、江總（北周）王褒、（隋）何妥。
47 　揚雄「解 」「有談范蔡之說於金張許史之間則狂矣」呂延濟注「前漢の金日 、張安世、許葊漢、史恭史高、並びに貴盛にし
て勢を同じくす。」（『六臣註文 』827頁、 45）
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蕭綱の西曲模擬作品再考（大村）
別稿で論じたように、この滞留のモチーフは元来、主に祭祀歌や宴飲詩に頻出し、神霊や賓客を
場に留めることによって人々の幸福と世界の調和の獲得を祈願するものであったが、同様のモチー
フは本稿で取り上げた梁代詩人の作品にも見られた。これは祭祀に由来する滞留を重んじる認識が
梁代詩人にまで継承されていたことを示すと捉えることができる。現実としては、地方都市におけ
る庶民の商旅と、大都市の貴族の豪邸における宴と、皇帝の祭祀は次元の異なることであったと考
えることも可能である。しかし、それらが文人たちによって作品に描かれるにあたって滞留という
一つのモチーフが共通して用いられていることから、彼らの認識の深部において、滞留の重視とい
う通奏低音が存在していたと考えられるのである。
冒頭で取り上げたように、従来、梁代「艶詩」は「雅」の「俗」化を志向したと考えられてきた。
しかし、本稿で論じてきたように、蕭綱の西曲模擬作品は伝統的なモチーフを用いることによって、
むしろ「俗」なる題材を「雅」化したものであったと位置付けることができよう。
本稿は作品中の表現そのものに注目することによって、従来の定説が看過してきた梁代「艶詩」
の特徴の一端を明らかにし得たと考える。梁代「艶詩」の中には、これまでに踏み込んだ検討がな
されていない作品がまだまだ多く残されている。今後の研究課題としたい。
※本稿は、平成24年度科学研究費補助金（若手研究Ｂ・22720143）の助成を受けた研究の成果である。
（おおむら　かずひと・本学経済学部准教授）
